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 4月 17日に 5年に 1度の国政選挙が行われた。大統領選、下院にあたる国会、上院にあ
たる地方代表議会、さらに地方議会の州議会、県・市議会の各議員選挙も同時に実施された。
大統領選と議会選挙とが同日に行われたのは初めてのことである。 












2位 ジョコ・ウィドド第 2期政権の発足 
 
 10月 20日、国民協議会（MPR）で正副大統領の就任式が行われ、ジョコウィ第 2期政権
（～2024年 10月）がスタートした。就任演説でジョコウィ大統領は、建国 100年目の 2045
年にインドネシアが世界 5大経済国たる先進国になっていることを目標に掲げ、それに向け
て懸命に迅速に働こう、人材開発と経済開発を進めよう、と呼びかけた。ジョコウィは 10








 9月 17日、月末に 2014年からの任期満了を迎える国会（DPR）で、汚職撲滅委員会（KPK）
















































ン通りの地下に建設された区間 6駅からなる全長 15.7kmを約 30分で走る。運賃は初乗り
が 4000ルピア（約 32円）、全区間 1万 4000ルピア（約 110円）である。費用総額 16兆ル
ピア（約 1250億円）には円借款が活用され、中央政府およびジャカルタ首都特別州の予算
が充てられた。南北線を 8.1km北に延伸する第 2区間もすでに着工され、2024年の開業を





7位 インドネシア提唱の「インド太平洋構想」が ASEAN首脳会議で採択 
 
 バンコクで開催された第 34回東南アジア諸国連合（ASEAN）首脳会議は、6月 23日「イ
ンド太平洋に関する ASEAN見解（ASEAN Outlook on the Indo-Pacific: AOIP）」を採択し
た。この ASEAN版インド太平洋構想は、1年前にジョコウィ大統領が提唱した「インド太
平洋協力」が基になっている。「ASEANこそがインド太平洋協力に中心性を発揮しなければ
















支は赤字だが、インドネシアのオーストラリア向け輸出額は 2018 年 28 億ドルで、オース
トラリアはインドネシアにとって 13番目の輸出相手国である。 








 3 万 5280 キロメートルの海底光ファイバーケーブルと 2 万 1708 キロメートルの地上ネ
ットワークによってインドネシア全土に高速通信網を敷設する「パラパ・リング・プロジェ
クト（Palapa Ring Project）」が、10年の建設期間を経て 10月 14日に完成した。これによ
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 写真 1、3 川村晃一撮影。 
 写真 2  Press, Media and Information Bureau of the Secretariat of the President of the 
Republic of Indonesia (BPMI Setpres / Muchlis Jr), Group photo after the inauguration of the 















写真 3 2019年 3月に開業したジャカルタMRT 
 
